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研究成果の概要（和文）：近年、水疱性類天疱瘡でIgE抗体の関与が指摘されている(Ma L, et al. J Dermatol 
Sci 2015)。線状IgA水疱性皮膚症において、IgE抗体はこれまでに検討されたことがないため、関連性を明らか
にするために、IgEを用いた蛍光抗体間接法およびBP180NC16a、BP180C末端、BP230、 VII型コラーゲン、ラミニ
ン332のIgE ELISAを行った。その結果、BP180NC16a、BP230、BP180C末端に対するIgE抗体を有する症例が2-8％
見られた。IgEの蛍光抗体間接法は32％で陽性であった。

研究成果の概要（英文）：Recently, IgE autoantibodies have been identified in bullous pemphigoid, 
which is one of the autoimmune bullous diseases (Ma L, et al. J Dermatol Sci 2015, Moriuchi R, et 
al, J Dermatol Sci 2015). Because linear IgA bullous dermatosis (LABD) is another autoimmune bullous
 disease and has many similarities with bullous pemphigoid, the possibility that patients with LABD 
have IgE autoantibodies was considered. We studied approximately 100 sera of LABD in terms of IgE 
autoantibody. Indirect immunofluorescence of normal human skin sections revealed IgE antibodies to 
the basement membrane zone of human skin in 32% of patients. Enzyme-linked immunosorbent assays 
revealed elevated indices of IgE anti-BP180NC16a antibodies, anti-BP180C terminal antibodies, 
anti-BP230 antibodies, and anti-collagen VII antibodies in 2-8% of patients.

研究分野：自己免疫性水疱症（特に疱疹状皮膚炎）・乾癬・皮膚病理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
自己免疫性水疱症は全身に水疱が生じる難治性、致死的な自己免疫疾患である。代表的な疾患は水疱性類天疱瘡
であり、線状IgA水疱性皮膚症はその類縁疾患である。自己免疫性水疱症の原因は自己抗体で、線状IgA水疱性皮
膚症では複数のIgA抗体が同定されている。類縁の水疱性類天疱瘡の自己抗体はIgG抗体であるが、IgG抗体以外
にIgE抗体が関与していることが近年明らかになった。線状IgA水疱性皮膚症についてもIgE抗体の関与が推測さ
れた。本研究では患者血清を用いて、IgE抗体が存在することを明らかにした。難治性の線状IgA水疱性皮膚症で
IgE抗体をターゲットにした治療法が期待できることを示唆する結果である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 線状 IgA 水疱性皮膚症は IgA 抗基底膜抗体を有する自己免疫性水疱症の一種であり、様々な
抗原が報告されている。線状 IgA 水疱性皮膚症では蛍光抗体直接法で基底膜に IgA の沈着を認
め IgG の沈着は認められない。しかし、蛍光抗体間接法、表皮抽出液、真皮抽出液、BP180NC16a
リコンビナントタンパク、BP180C 末端、HaCaT 培養上清、Laminin332 を用いた免疫ブロット、
BP180NC16a、BP180C 末端、BP230 の IgG ELISA(Enzyme-linked immunosorbent assay)で IgG 抗
体が検出されることがある。 
 近年、類縁疾患である水疱性類天疱瘡で IgE 抗体の関与が指摘されている(Ma L, et al. J 
Dermatol Sci 2015, Moriuchi R, et al, J Dermatol Sci 2015)。線状 IgA 水疱性皮膚症にお
いて、IgE 抗体はこれまでに検討されたことがない。IgG 抗体と同様に、線状 IgA 水疱性皮膚症
において、IgE 抗体が検出される可能性が推測された。  
 
２．研究の目的 
 本研究では、線状 IgA水疱性皮膚症において、IgE抗体の関与について明らかにすることを
目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究では、約 100 名の線状 IgA 水疱性皮膚症の血清に対して、IgE を用いた蛍光抗体間接法
および BP180NC16a、BP180C 末端、BP230、VII 型コラーゲン、ラミニン 332 の IgE ELISA を行
った。対象の血清に関して、すでに IgG 抗体の関与に関して報告している（Ohata C, et al. Br 
J Dermatol 2017: 152-157.）。線状 IgA 水疱性皮膚症では、免疫ブロット法と ELISA にて約半
数に IgG 抗体を認めた。 
 
４．研究成果 
BP180NC16a、BP230、BP180C 末端に対する IgE 抗体を
有する症例はそれぞれ、3.1％、2.1％、8.2％見られた。
VII 型コラーゲン、ラミニン 332 については全例陰性
であった。また、IgE の蛍光抗体間接法は 32％で陽性
であった。いずれかの検査で IgE 抗体が陽性になった
ものは 38.1％であった。（右図：蛍光抗体間接法で IgE
が基底膜に沈着） 
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